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図2:x-<◎Algl◎E9> (a)Fl-2･4,F2-1･6 (b)Fl-2･8,F2-1･2 (C)Fl-3･2,F2-0･8
(包絡線はそれぞれのピークに対してガウス関数を用いて描いたものである.)
図2は(a)からFl‥F2の比を6‥4, 7:3 8:2と変えていったときの光吸収スペクトルであ
る｡Fl-F2のときのスペクトルはA19とEg㊤egのスペクトルが重なったものに近い形状だが､
Flの比を大きくしていくとe-0付近に複雑なピークを作りながら徐々にE<0の方にシフトし
ているOこれは2つのEg㊥egの単純な重ね合わせになっていない｡現在､詳細については解析中
であるが､今後非調和項を変えて量子カオスを見る予定である.(Eg㊧egのスペクトルの量子カ
オスの研究に関する詳細は[31を参照)
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